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ABSTRACT

With　the　aim　of　conducting　systematic　research　on　the　comfort　and　functionality　of

kendo －gi　（clothing　worn　while　practicing　kendo ），　we　ascertained　cu汀ent　conditions

concerning　kendo －gi　and　identified　pertinent　problems ．　Through　a　fact
‘finding

survey　that　asked　members　of　a　university　kendo　club　about　the　kendo－gi　they　wear，

we　discovered　that　many　members　choose　cotton ，　which　is　the　material　from　which

the　clothing　is　traditionally　made・　We　also　discovered　from　the　respondents　that

complaints　about　kendo －gi　discomfort　include　wetness　and　friction．　By　conducting

and　comparing　the　results　of　physicality　tests，　wearing　tests，　and　skin－friction　tests　11）『

both　the　traditional　material　（indigo －dyed　cotton）　and　a　new　material　（perspiration －

absorbent ，　quick－drying　polyester ），　we　discovered　that　the　new　material　kept

temperature　inside　the　clothing　lower　during　practice，　produced　lower　rises　in　body　and

skin　temperature　following　practice，　and　had　smaller　thermophysioloがcal　load　on　the

wearer ．　0n　the　other　hand，　friction－caused　skin　damage　was　considerable　in　the　case
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of　the　traditional　material．　The　results　of　a　further　study　on　kendo－gi　sleeve　length　and

movability　tests　suggest　the　need　for　study　toward　standardization　of　kendo－gi　sizes

and　measurements ．　It　is　our　hope　that　this　research　wⅢcontribute　to　better　clothing

environments　in　kendo ン

要　 旨

剣道着の快適性 と機能性に関する体系的研究

を目指し，剣道着の現状把握と問題点抽出を行っ

た．大学体育会剣道部員 を対象とした着用実態調

査では，剣道着の素材として従来からの綿素材

を選択する者が多く，着用不快感としてば むれ”

ど 擦れ” が挙げら れた．従来素材（藍染の綿）

と新素材（吸汗速乾をうたったポリエステル）を，

物性試験 ・着用実験・皮膚摩擦実験 により比較

した結果，新素材 は，稽古 時め衣服 内温度を低

く保ち，稽古後の体温・皮膚 温上昇 度も小さく，

着用者へ の温熱生理的負担の小 さい ことが明ら

かとなった．摩擦 による皮膚へのダメージは従来

素材で大 きかった．剣道着の袖の長さに関する

調査と動作 性実験から，剣道着のサイズ・寸法

の規格化へ向けた検討の必要性が示 された．本

研究の成果が剣道におけ る衣環境の質向上へ寄

与することを期待する．

緒　言

剣道は，剣道具を着用し竹刀を用いて一対一

で打突しあう運動競技種目で，心身の鍛練を目

指す日本の伝統的武道の一つでもある． 囗本の

剣道人口は約166 万人（全日本剣道連盟の平成

19 年調査による）とされるが，平成20 年に告示

された文部科学省の中学校学習指導要領改訂に

おいて武道の必修化か決まり，今後，競技者数

の増加が見込まれる．　　　　　　　　　　　し

剣道の稽古で着用する剣道着と袴は，武州紺・

遠州紺に代表される染物屋（藍染め屋）が，撚糸

から染色，織り，縫製までを手がけ，伝統的に

作り継いできたものである．現在着用されてい

る剣道着は大別して，小中学生の着用する，白

地木綿衣を黒糸で方形の対角線上に刺した六三

刺道衣と，高校生以上の着用する総刺しの木綿

刺し子衣であり，袖の長さは，昭和初期から三

分丈，五分丈と長くなり，現在では七分丈が多

く用いられている1）．多くの剣道人が昔ながら

の剣道着を着用しているが，近年の繊維科学の

発展を受け，剣道着への新素材導入は徐々に進

みつつある．

本研究では，従来からの素材と新素材の剣道

着着用が，衣服内気候や着心地へどのような影

響を及ぼすか，剣道着の摩擦により起こる皮膚

表面形状変化に素材の違いはあるか，袖の長さ

の異なる剣道着着用がパフォーマンスに影響を

及ぼすか，の3 点について明らかにすることを

目的・とする．武道必修化を受け，剣道着におけ

る衣環境のあり方が問われた際，今後の指針と

なり得る基礎データの取得を目指し，剣道着の

快適性と機能性に関する体系的研究の第1 歩と

して，剣道着着用における現状把握と問題点の

抽出を行う．　卜　　　　卜　　　・．

1 ．方　 法

1）剣道着の着用実態と意識，着用不快感に関

するアンケート調査　　　 ユ

大学体育会所属 の剣道部員44 名を対象に，剣

道着着用 の実態及 び快不快に関す る意識調査 を

行った．調査は留 置法にて実施し，：有効 回答率

は100 ％ であった．　………1　 ．7　　j　し
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2）異なる素材の剣道着着用が稽古中の衣服内

気候と快不快感覚に及ぼす影響

被験者は大学体育会所属の剣道部員6 名（年

齢20 ．0±1．3才，身長171 ．7±3．7cm，体重61 ．5±

2．2kg）である．実験着は，従来の藍染め・綿

100％の市販剣道着（以後，従来素材とする）と，

吸汗速乾素材のポリエステル100 ％の市販剣道着

（以後，新素材とする）の2 種とした 物性試験

結果を表1 に示す．2種の剣道着それぞれと袴（私

表1　2 素材の物性試験結果　　 犬

従来素材　　　新素材
混　率　　　　　　　綿100　　　ポリェステル100

＼　　　 組　 織

糸 密 度（本 ／in）ウ ェ ル

糸 密 度（本 ／in）コ ー ス

厚 さ（cm ）

平 面 重（g ／m2）

見 か け 比 重（g ／cm2／cm）

蹈 軟 度（gfcm ）試 長6

蹈 軟 性（gfcm ）試 長4

含 気 率（％）

通 気 性（cm3 ／cm2／sec）

表 面摩擦係数MIU （－）ウェル

表 面摩擦係数MIU （－）コース

表面摩擦変 動MMD （－）ウェル

表面摩擦変 動MMD （－）コ ース

熱 伝 導 率（W ／cm・℃ ）

接 触 温 冷 感q －max（W ／m2）

保 湿性（％）ドライコンタクト

保 湿性（％）ド ライスペース

吸 湿 性（％）

透 湿 性（％）

吸 水 性（cm ）た て

吸 水 性（cm ）よ こ

平織り（一重剌）　 平 織 り

．・22　　　　　　 ∇41　・・

／　17　　　　 ／　44

0．20　　　　　0 ．05

0，05　　　　　0 ．02

0，28　　　　　0 ．29

34 ．81　　　　　13 ．58

228　　　　　　1 ．39

82 ．56　　　　　78 ．68

L42　　　　　　0 ．24

0．26　　　　　0 ．27

0．25　　　　　0 ．03

0．05　　　　　0 ．02

028　　　　　0 ．03

0．48　　　　　　0 ．29

0．08　　　　　　0 ．11

23 ．81　　　　　17 ．01

53 ．40　　　　　56 ．80

6．13　　　　　0 ．32

21 ．9　　　　　　32．4

6．3　　　　　　1

4．67　　　　　0 ．23

物）を着用し，空調管理された体育館内（温度

22．15±1．0t，湿度56．6±2．0％　RH）で，同一内

容の稽古（図1 ）を一人二回行ったづ 則定項目は，
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77－

胸部の衣服内温湿度（温湿度計CARD　LOGGER

MR6662 ，　CHINO ），稽古前後の体重 （体重体組

成計HBF －904，オムロン）・剣道着重量（電子天

秤EK －12KA，エー・アンド・デイ）・体温（腋

窩温）（平型体温計G962 ，仁丹）・皮膚温4 点（胸

部，上腕，大腿，下腿）（ハンディタイプ温度計

LT－8，　Gram），官能評価（図2 ）であ った．平均
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図2 着心地に関する官能評価

皮膚温の算出にはRamanathan の4 点法を用いた．

また，剣道着の熱水分特性について明らかにす

べく，田村の開発した熱・水分共存遙スキンモ

デルシステム（INTERCRC ）SS－2000， インターク

ロス）2）による検討を行った，温度20 ℃・湿度

65％　RHの恒温恒湿室内で，　34r定温度に制御し

た熱板中央の模擬皮膚部に温湿度センサを配し，

試料布を覆った状態で，熱板模擬皮膚 部一布間

に介在する空気層の温湿度を計測し た，試料布

13分
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図1　 稽古内容
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を設置し10 分間乾燥状態で安定後，＝熱板全面が

湿潤するまでチューブポンプによる吐水（吐水

量は60g ／・・㎡ymin ）を2 分間行い，その後48 分

間計測を継続，計60 分間で実験終了とした∧

＞3厂異なる素材の剣道着の摩擦が皮膚表面形状

……C・こ及ぼす影響　　　　　　 卜　　 ＞　 ∧

被験者は皮膚疾患の既往のない若年女子5 名

（ 年 齢2L6 士O石才， 身 長15H ±1．4cm， 体 重

48．4±4，1kg）であ剔 従来素材と新素材の剣道

着からレ たて14cm 　xよこ4cm の試料布を切り

取り，実験帚の体幹部側面に貼付した（図3 ）．

図3　 製作した実験着（左右の体幹部側面に2 素材を貼付）

温 度21 ．0℃ ・ 湿 度43 ．0％RH 環 境 下 で， 上 腕 内

側 （観 察 部 位 ） め 皮膚 レ プ リ カ （kEpLIFLOT 竺

CuDERM ） を採 取 した 後，60 回∠ 分 のペ ー スで

腕 振 り運動 を 行い，2 種の 試料布 と上腕内 側 を摩

擦 させ た 二 運 動後 ／ 再 び 観 察 部 位 のレ プ リ カ を

採取 し，走 査 型 共 焦点レ ーザ 顕微 鏡 （OLS －3100，

オリ ンパ ス ） を用 い て， 摩 擦 前 後 の 皮膚 表 面 形

状 変化 につ い て 解析 した．　JIS　B0601：2001　に基づ

く粗 ざパ ラ＼メ ー タを 算 出 し 厂 面桎 さ パ ラ メ ー タ

（SRc　：　平 均 山谷距 離） に よる評価 を行っ た卜 ∧ 万

二4） 袖 の長 さの異 なる剣 道 着 着用 がパ フ ォー マ

ンスに 及ぼす 影響

剣 道 齏 の 袖 の 長 さ に は 地 域 性 が 残 る と さ れ，

そ の 実 態 と パ フ ォー々 ンス に及 ぼ す 影響 を明 らい

か にす る：た め， ①関 東 ・関西 にお け る裄 丈調 査
に

② 袖 の 長 さ の 異 な る剣 道 着 着用 吽 の 素振 り速 度 犬

測 定 ， を 行 っ た． ① で は， 関 東 ・関 西 に店 舗 住

所 のあ る武 道 具店 そ れぞ れ5 店舗 を イン ターネ ッ

卜 で 無 作 為 に 抽 出 广 身 長170cm の 昇 子 を 想 定 し ，

サ イ ズ 表 示 で 袖 の 長 さ （ 裄 丈 厂 を 調 べ た ， ② で

は ， 裄 丈70dm と60cm （ 前 者 か ら 袖 部 分 を10cm

切 り 取 り 後 者 を 作 製 ） の 剣 道 着 を √ 上 述 の 衣 服

内 気 候 実 験 と 同 じ 被 験 者6 名 に 着 用 さ せ ， カ ラ ー

マ ー カ ー を 右 袖 口 と 右 手 首 に つ けソ 素 振 り を 連

続3 回 行 わ せ た（図ご4）ヅ ハ イレス ピ ー ド カレメ ラ（ キ ヅ

セ イ ゴ ム テ ツ 列 レ の 撮 影 に よ りjソj竹 刀・・振 り……＿ピl ヂ

か ち 振 り 下 ろ し ま＼で の 時 間 を 計 測 し た ／ ………○ …… ……≒〕

カラーマーカーを右手首］点，剣道着袖口2 点に貼付 ＝

5） 倫理的 配慮‥‥‥　　　　　　 ‥ ‥‥。‥‥
‥，‥‥

実 験 実施 に あたう て は， 被験 者 に研 究 の趣 旨。

研究 協カヘ の任 意性等 を書面 にで十 分 説明七，同

意 を得 て実 施 したン　　　1　　 ・。＼・・
．I
＼I．：／‥‥‥

，‥‥，

6）統 計手 法　1　　　　 つ ………I‥‥‥‥ ‥I……

従 来 素 材 と 新 素材 ， 袖 の長 短 に つ い て比 較 す

るにあ た り，　paired　t－test　を用い たご‥ ‥‥‥＝

2 ．結　果　 ト　　　　　　 ニ　　　：……

1）剣道着の着用実態と意識，着用不快感に関

卜 するアンケート調査……：・……　　　j……… …レ

回答 した剣道部員の身体特性，： 剣道経験等を

表2 に示す／剣道着の着用実態 に関して√ 所持

枚 数で最 も多かった回答は2 ～3 着，最も着用

頻度の高い剣道 着の素材として，綿を挙げた者

回は80 ％以上，ポリエステル，ジャニジレ混紡は各々

数％であうた（図5 ～7 ）。 最も着用頻度の高い

剣道着め着用年数は4 ～6 年，着用の理由は，［着

やすい］「涼しい」「サイズが合う」「愛着がある」

等 であっ た（図8 ，　9）．剣道着着用 における不
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n＝44　（複数回答）

図9　 最 も良く着用しでいる理由

快感については，44 名中18 名が「感じる」 と答

え，その症状 につい ては，「むれ」，冂察れ」，「汗

疹」が多く，「はりっ き」，「まとわりつ き」，「動

きを妨げられる」，「かゆみ」，「締 めつけ」 など

も挙げられた （図10 ，　11）。部位と症状を図12

に示す， 次に 剣道着に対する意識については，

「必ず着片」すべき」との回答が44 名中39 名で得
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図12　 剣 道 着 を 着 用 し て い て 不 快 な 症 状 と部 位

注）下半身の不快感は袴に関してであ り，本研究では取り上げ ない

【人 】

ら れ，その理由として「気持ちが引 き締 まる」，「剣

道の象徴であ る」「着用すること以外考えられな

い」等，精神的な着用意義，武道としての伝統を

剣 道着 に見 出している様子が示 された（図13 ，

14 ）． また，怪我の予防等の安全陸や厂剣道の動

きに適してい るという機能性 を示す回答もみら

れた．

2
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「
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ー
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0

肩
こ
り

n＝18 　（複数 回答 ）

痛

み

そ

の
他

n ＝44

口必ず着用すべき

圜着用しなくても良い

図13　 剣道着に対する意識

図14　 剣道着を着用した方が良い理由

n＝39　｛複数回答）
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図16　 胸部衣服内温度　経時変化
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図18　 胸部衣服内温度変化量　経時変化
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図20　着心地の良さ

2）異なる盍材の剣道着着用が稽古中の衣服内

気候と快不快感覚に及ぼす影響

稽古前後の体重変化では，従来素材着用時の

体重減少量が大であった（図15 ）．体温，平均

皮膚温では，稽古後の値が従来素材着用時に高

かった 剣道着重量は，稽古後，従来素材で有
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図19　 胸部衣服内絶対湿度変化量　 経 時変化
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圜 新素材

図21　動きやすさ

意に重くなった．胸部衣服内温湿度 経時変化を

図16 ，　17に 計測開始時をO とし た変化量経

時変化を図18 ，　19 に示す．衣服内温度につい

て，稽古前半の上昇傾向は2 素材共に見られたが，

稽古中盤から，従来素材で値が上が り続けるの

に対し，新素材では下降 匸 有意差が示された，
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田 川

図26　 吐水に伴う 熱板模擬皮膚部 一布間の絶対湿度変化

衣 服 内湿 度 につい て は，2 素材 に顕か な差 は示 さ

れなかった 官能評価では，着心地，動きやすさ，

肌触りにおいて，従来素材の剣道着では全て「普

通」以上の評価，新素材では［良い］と「悪い」

どちらの回答も見られた（図20 ～22 ）．温冷感

とむれ感では，新素材に寸涼しい」，［むれを感

じない］との回答が多く（図23 ，　24），ぬれ感

で2 素材問に差は見られなかった（図25 ）．

着衣状態を模擬したスキンモデルによる検討

では，一定温度条件下で吐水した際，衣服内湿

度にあたるデータにおいて，吐水後の立ち上が

りが従来素材でやや高く，その後の値の下降は

新素材で早い傾向を示した（図26 ）．

3）異なる素材の剣道着の摩擦が皮膚表面形状

に及ぼす影響

頴 従来素材

圖 新素材

朧 従来素材

圖 新素材

図27　 皮膚レプリカ輝度画像例（被験者B 摩擦前）

50

45

40

35

従来素材

n＝5

鎧摩擦前

圜摩擦後

新素材

図28　 章擦前後の皮膚粗さパラメー タSRC の変化
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B 社

C 社

D 社

E 礼
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表3　 関東と関西での剣道着サイズ表示

における桁丈の例（cm ）
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諂
の
」
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図29

⑤70cm

冒60cm

1 振目　　　2 振目　　3 振目

異なる袖の長さの剣道着を着用しての

竹刀振り上げから振りおろしまでの時間

図27 に走査型共焦点レ ーザ顕微鏡による皮膚

レプリカ輝度画像を示 す．1 つのレプリカにつき

5 ヶ所の観察を行い，最大値と最小値を除いた3 ヶ

所のSRc の平均値を算出したところ，新素材に

比べ，従来素材で 摩擦後 に値が大きく上昇して

いた（図28 ）．

4） 袖の長さの異なる剣道着着用がパフォーマ

ンスに及ぼす影響

①関東・関西における袖の長さ（桁丈）調査で

は， 身長170cm の男子着用を想定した剣道着サ

イズ表示 において，関西店舗の袖が約4cm 短い

傾向を得た（表3 ）．②素振り速度の測定における，

被験者6 名の竹刀振り上げ から振り下ろし まで

の時間を図29 に示す．連続3 回の素振りのうち，

2 回目と3 回目で，桁丈60cm の剣道着が有意に

小さい値を示した．袖の長さが竹刀を振るスピー

ドに影響を与えることが明らかとなった，

3 ．考　察

剣返で着用するのは，剣道着と桍，防具（面，

小手，胴，垂れ）であるが，大正り 府口の初め

デサントスポーツ利煙VO 囗3
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頃 から「古来道場 は神聖なる霊場と せら れ…厳

格 なる礼 儀作 法の下に斯道の修行 は行 われたり

…練習の際は，稽古襦袢及び袴 を着用 レ 襯衣，

股引，洋袴を用ふべからず］3）とさ れ，道場 の

神 聖さと共に，剣道着・箝 を谷川す るこ との重

要性が説か れて きたU ．剣道着の快 適性 と機 能

性に関し，現代科学に よる客観的分析 に基づい

た報告 は少な く，著者 らは，掵 の温熱生 理价 快

適性を報告する等 几 剣道の衣環境 の質向上を

目指した取り組みを始めた。

本研究では先ず，大学体育会剣道 部に所 属す

る部員44 名に対レ 剣道着の着用実態 と意識に

関する アンケート調査 を行った。そ の結 果，最

も着用頻度の高い剣道着について，綿100 ％ を選

択している者が84 ％，　2 番目に着用頻度の高い剣

道 着について 乱 綿100 ％ 選択 者が76 ％ と，昔

ながら の素材を選ぶ傾向 にあることが明 らかと

なった（図6 ．　7）。また， 最も着用 頻度の高い

剣道着につい て， その理 由に，「着や すい」「涼

しい」等が挙げら れ，着用感が貪要であ ると示

唆された（図9 ）。

剣道着着用不快感についての申告 では，部位

ご とに特徴的 な症状が挙げ られ，腹 部 り 娶部や

上肢で「むれ」，襟元で「擦れ」，背中で「汗疹」等，

発汗 に伴い生 じると考えら れる不快 感が多く申

告 された（図12 ）。剣道 の稽古 では， 装着する

防具の重谷 ㈲10kg ）から多量の発汗を生じるが，

発汗後，吸 湿・吸 汗した状態で剣道 着着用 を続

け ることにより，衣服内温 湿度は高 く，剣道 着

との摩擦による皮膚のダメージも起こしやすく，

本調査結果における不 快感 が示 されたと考えら

れる。剣道着の素材検討にあたり，部位別に素材

を変える等の工夫 も必要でないかと考えられる。

また，アンケート回答者の59 ％　（26 名）が汀着

用不快感はない］と答えていたことは注目される

（図10 ）。即ち，剣道着が，「剣道の象徴である韭着

用すること以外考えられない且 図14 」のように
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剣道の精神を体現する重要なアイテムとみなさ

れているため，日常の衣服とは異なり，コそもそ

も不快を申告する対象でない場合もあると推測

された．今後，剣道着の改善点を提案する際には，

デザイン変更 より素材についての工夫が優先さ

れよう．

次に，従来素材と新素材の剣道着を着用しての

稽古実験と， スキンモデルによる素材の熱水分

特性検討を行った．稽古実験では，被験者6 名

に2 素材を着用させ，同じメニューでの稽古前

後における，体重，体温，皮膚温を計測した結果，

従来素材着用 時に，有意な変化ではなかったが，

体重減少量大，体温と平均皮膚温の増加大であっ

た（図15 ）．即ち，従来素材着用時，発汗量は多く，

かつ放熱の十分でない状態となり，新素材着用

時に比し，身体への温熱生理的負担の大きいこ

とが明らかとなった．運動パフォーマンスを良

好に行うには，安定的な体温調節が重要であり，

熱中症予防のためにも，長時間の稽古や空調設

備の不十分な環境下では，新素材の積極的使用

が望まれる．

稽古時の衣服内気候では，稽古後半，衣服内

温度とその変 化量において，従来素材で有意に

高い値が示 された（図16 ，　18）．上述の体重，

体温，皮膚温 の結果から推測される，従来素材

着用時に身体負担度大の傾向は，高い衣服内温

度に因るものと考えられる．また，稽古時の衣

服内湿度に2 素材間の差は見られなかったが，

スキンモデルによる検討において，従来素材で，

吐水直後の湿度上昇がやや大きく，その後の下

がり方の遅い傾向が示された（図26 ）．これは，

物性試験における吸水性大・透湿性小の結果（表

1），及び，稽古後の剣道着重量増加が有意に大

であったこと（図15 ）と同様，従来素材が速乾

性に劣ることを示している，稽古後の官能評価

において，「涼しい」，「むれを感じない」との回

答が，新素材 より従来素材で少なかったのも（図

23 ，　24），そのためと考えられる．

剣道着の摩擦が皮膚表面形状 に及ぼす影響の

検討では，摩擦前後の皮膚レプリカから粗さ係数

（面粗 さパラメ ータSRc　：　平均山谷距離）を算出

し，従来素材で，摩擦後の値上昇傾向を得た（図

28 ）．面粗さパラメータによる評価は，朴と田村

の報告5 ）にお いて，皮膚表面の微細三次元構造

の把握に有効であることが明らかとなっている．

また，著者 らは， スポーツウェ アの摩擦 に関 す

る検討を行い，剛軟度，厚 さ，平面重，　MMD 　（表

面摩擦 変動）の大 きな素材ほど，摩擦後，皮膚

粗さパラメータの値が上昇 するこ とを報告した

6）．本研究結果は，既報の結果を確認すると共に，

剛軟性 に富 み，厚 く，重く，ザラザラした従来

素材（表1 ） に よる皮膚摩擦 が，皮 膚粗 さパラ

メータの値 を上昇させる，即ち，皮膚表面の凹

凸を増大 させることを明ら かにした．使用率の

高い 従来素材で，摩擦 による皮膚へ のダメ ージ

が大きいという結果は，アンケート調査で「擦れ」

が不快 感として多 く挙げら れていたことを裏付

ける もので（図11 ），今 後の検討課題 の一つ と

なろう．稽古時， 発汗 により素材が湿 り， 摩擦

による影響 はさらに大 きくなると予 測され，皮

膚障害予防の観点から注意を要する．

袖の長さの異なる剣道着着用 がパ フォーマ ン

スに及ぼす影響の検討で は，先ず，市場調査に

より，剣道着の袖の長 さ（裄丈）に地域性が残

るとさ れる実態を確認（表3 ），また，袙の長さ

が素振り速度に影響することを明らかにした（図

29 ）．素振りは，肘関節の屈曲伸展を含む動作で，

肘部分を覆う七分丈の袖が短くなれば，素振りが

速くなることは自明とも言えるが，身体防護の観

点から，短い袖 を単純に推 奨はで きない．和服

がJIS 衣料サ イズの対象外であるのと同様，剣道

着においてもサイズ・寸法の設定・表示は様々で，

今後，何らかの方向性 を示唆する必要があろう．

本研究のアンケート結果から示 された剣道着

デサントスポーツ科学Vol ．33



の着用不快感，「むれ」，「擦 れ」につい て検討し

た 結果，稽古 時の衣服内気候と生体デ ータ， 摩

擦 による皮膚表面形状変化のどちらにおいても，

従来素材の 身体負担度の大きいことが明らかと

なった．打突 から身を守る安 全性につい ての2

素 材比較は行っておらず，両者 の可否 を論ずる

ことはできない が，今後 さらに，従来素材と新

素材それぞ れの長短を明示 し，状況 に応じた素

材選択等の提言 につ なげてい きたい． また，剣

道着の袖の長さに関する調査・実験を行い，動

作 性への影響 を鑑み， サイズ・寸法の規格化へ

向けた検討の必要性が示 された．剣 道が武道で

ある以上，剣道着は剣 道の精神を体現 する重要

な要素であ り，その機能性 と快適性 をどこまで

追究するかの議論も必要であろう．

4 ．結　語

剣道着に関する，アンケート調査，物性試験，

着用実験，皮膚摩擦実験，動作性評価という様々

な観点からの検討を行い，剣道着の現状把握と問

題点の抽出を行った．主たる結果は以下の通りで

ある，①剣道着の着用実態調査では，従来素材

の使用率が高く，着用不快感として「むれ」と

「擦れ」が挙げられた．②従来素材と新素材の物

性試験，着用実験から，新素材は，稽古時の衣

服内温度を低く保ち，温熱生理的に身体負担の

小さいことが明らかとなった．③摩擦実験によ

る皮膚表面形状変化の検討では，剛軟性に富み，

厚く重くザラザラした従来素材による皮膚摩擦

が，皮膚表面の凹凸をより増大させた．④剣道

着の袖の長さに地域性が残る実態を示すと共に，

袖の長さが素振り速度に影響することを明らか

にした．
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